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この広報誌は一部赤い羽根共同募金配分金を使用しています

社会福祉法人  道志村社会福祉協議会 〒402-0200 山梨県南都留郡道志村9334番地
TEL（0554）52-2072　FAX（0554）52-2089

村内で生まれた２歳まで
の赤ちゃんにはおむつと
ミルクを配っています。
社協では昨年度から
子育て世代のご家族
も応援しています。

「すくすく子育て支援事業」オムツ配布



　村民の皆様におかれましては、日頃より道志村社会福祉協議会の

様々な活動にご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。

　社会福祉協議会は、地域福祉活動に取り組む社会福祉法人として、

村民参加のまちづくりやボランティア活動の推進、見守り支援体制の

整備、相談体制の充実など村民が安心して暮らせるための事業を実施

しております。

　道志村の高齢化率は 42％を超え、地域住民相互の支え合いの仕組

みづくりや様々な地域福祉の問題解決に向けての取り組みを進めてい

く必要があり、社会福祉協議会の役割や活動が更に重要となると考え

ています。

　村民の皆様が自分らしく安心して暮らせるほっとかない村づくりを

目指して道志村の福祉向上のために更なる努力を続けて参りますの

で、今後ともより一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

会長挨拶

道志村社会福祉協議会

会長　長田  富也

事業計画
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８月

９月

10 月

11 月

12 月

１月
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社協会員募集
監査
理事会・評議員会
社協だより発刊
新生児誕生祝事業
地区サロン楽っと（6 か所）

子育て支援事業（保育所）

介護者支援事業①
ふれあいレター（暑中見舞い）

高齢者のみ世帯訪問
夏休み学生ボランティア事業
社協だより発刊
全体サロン楽っと

赤い羽根共同募金運動
子育て支援事業（乳幼児）

介護者支援事業②
福祉講話
第 73 回山梨県社会福祉大会
福祉バザー
歳末助け合い運動
歳末慰問品配布事業
施設慰問事業
子育て支援事業（つぼみっこ）

ふれあいレター（年賀状）

社協だより発刊
ボランティア啓発事業
福祉講座
理事会・評議員会
※役員変更時には随時役員会開催

令和 7 年度 事業計画・予算
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寄附金の報告

＜受託事業＞
　・在宅福祉ふれあいサービス事業
　　配食（週２回）、紙おむつ支給（偶数月）、理美容（随時）

　・なんでも相談
　・暮らしのささえあい・どうし事業（利用料　30 分 /300 円）

　　食事の準備・清掃・ゴミ出し・雪かき・草刈りなど

　・にっこりコール（TV 電話で安否確認）

　・障害者相談支援事業
＜独自事業＞
　・車いす移動車貸出事業（村内 1 日 200 円・村外 1 日 500 円）

　・福祉用具貸出事業（無料）

　・医科・歯科診療所送迎サービス（毎週 火・金曜日）

暮らしのささえあい

理美容

送迎サービス

配食サービス

予算（一般会計）

金　　額
570
0

18,412
110
7,100
54
830
233
164
297
2
5

27,777

金　　額
17,039
5,706
2,690
1,511
782
0
49

27,777

科　　目
会 費
寄 付 金
補 助 金
助 成 金
村 受 託 金
県 社 協 受 託 金
共同募金配分金
事 業 収 入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金
雑 収 入
合 計

科　　目
人 件 費
事 業 費
事 務 費
共同募金配分金事業
その他の活動による支出

雑 支 出
予 備 費

合 計

収入の部 （単位：千円） 支出の部 （単位：千円）

通年事業

都留仏教会様より　金 10,000円
寄付金は福祉資金に積み立て、地域福祉の推進に役立てます。ありがとうございました。
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  施設慰問（高齢者・障がい者施設）

  歳末慰問品配布事業

　今年は民生委員 2 名と一緒に道志村から近い「青根苑」

と「もりの郷」を訪問し、入所している方と対面し、直接

お話をさせていただきました。「道志から来た」と聞いて涙

する方や、昔の話を教えてくれる方など、時間がいくらあっ

ても足りないくらい楽しい時間を過ごすことができました。

施設の方には快く訪問を受け入れていただき、感謝申し上

げます。また、2 施設以外の施設には社協職員のみでの訪問、

県外施設に入所している方へは慰問品を発送しました。

　12 月に社協役員や民生委員の協力により、在宅で

過ごされている対象の方（要区分認定重度障害者、

要介護重度認定者）や 70 歳以上独居高齢者 106 名に

慰問金品を配布しました。毎年行われている事業で

すが、「一人にしない」村づくりを目指して顔の見

える支援の構築にはお互いの声を掛け合える関係の

きっかけになれば・・と思います。

社 協 ト ピ ッ ク ス

配食サービスボランティア
笑顔とお弁当を届けています
活動日：水・金曜日（月に1～2回程度）

医科歯科送迎サービスボランティア
医科歯科診療所へ送迎します
活動日：火曜（午前）、金曜（午後）

暮らしのささえあい・どうし
※利用料：30分300円有償ボランティア
食事の準備･清掃･ゴミ出し･雪かき･草刈り

楽っとボランティア
地域の活動に貢献しています。
活動日：楽っと（地区・全体  各1回）

学生ボランティア募集
夏休み中、学童保育所で子供たちと勉強や遊
びを通して、ボランティア体験をしましょう。
ボランティア体験済証を発行します。

活動を始めたい人をサポートしています。活動を始めたい人をサポートしています。
興味のある方は、お気軽に社協にご連絡下さい！興味のある方は、お気軽に社協にご連絡下さい！

現在、ボランティア
が不足しています！
月一でもOＫです ! !
ぜひご協力よろしく
お願いします！
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 令和６年度赤い羽根共同募金 & 歳末たすけあい運動実績報告

　昨年10月から3月まで行われた「赤い羽根共同募金運動」、12月に行われた「歳

末たすけあい運動」では、村民の皆さまをはじめ、企業・学校・団体よりたく

さんの募金にご協力いただきありがとうございました。目標額の達成率で次年

度の配分金額（道志村社協に戻ってくる金額）が決定します。これが赤い羽根共同募金の仕組みです。

　今年度も共同募金の配分金事業では、高齢者サロン「楽っと」や新生児に積み木を配る事業、広

報誌の発行や年末の慰問品配布などたくさんの事業に取り組んでいきます。

　赤い羽根共同募金は、地域に住むすべての人の「笑顔あふれる地域づくり」のために使われています。

全体サロン「楽っと」での参加者による道志音頭

募金総額　629,220円

道志村ボランティア
連絡協議会

　社協で実施している事業のボラ

ンティアとして活動している団体

の代表が、昨年度の活動や今後の

活動について協議しました。

　特に今年度は各地域の皆さんと

地域に合った楽しい企画を考えて

いきたいと思っています。開催時

にはぜひご参加ください。

ふれあいレター
　小学校 4.5.6 年生と中学生に手書きの年賀状を依頼

し、村内 80 歳以上の高齢者 166 世帯に送りました。

年賀状には、高齢者を気遣う言葉や励ましの言葉、ま

た季節に合った絵やメッセージが書かれとても華やか

なハガキでした。

　地域の子供たちからの心のこもった年賀状が人との

つながりをより大切に感じさせてくれました。
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対象者
◎ 介護認定または区分認定を受けて
　いる高齢者
◎ 障がい者で介護や支援が必要な方

利用するには・・
①介護認定を受けていない方

↳役場包括支援センターに相談
②すでに介護認定を受けている方

↳担当のケアマネージャーに相談

※ サービスについてのお問い合わせは、
社会福祉協議会および役場包括支援セ
ンターまで。

　現在、訪問介護は、村外から１事業所のみ道志村内に参入して頂いていますが、介護を必
要とする方に充実したサービスが行き届かない状況となっています。
　そこで、皆様の介護ニーズにお応えするため、また、住み慣れた村で長く生活して頂く
ために、道志村社会福祉協議会では、村内全域を対象としたヘルパーステーション「どうし」ヘルパーステーション「どうし」
を開設いたしました。
　 社協の介護福祉士、看護師がご自宅にお伺いし、生活援助や身体介護をお手伝いさせて
いただきます。

ヘルパー
ステーション
「どうし」

道志村
包括支援
センター

支援・相談
無料

居宅介護支援のシステム

令和7年４月

ヘルパーステーション「どうし」ヘルパーステーション「どうし」
　の訪問介護事業が始まりましたの訪問介護事業が始まりました

令和７年度  道志村社会福祉協議会  スタッフ紹介
【法人管理監督等】　　局長　　山口かおり
【法人運営等】　　　　次長　　藤本　秀明
【地域福祉担当】　　　主任　　佐藤　典子
【訪問介護事業】　　　　　　　山口　咲子
【総務担当】　　　　　出向　　山本あゆみ
【にっこりコール】　　専門員　杉本由貴子

　　　　　　　　　　　　　　山口　丸美
　新年度は 7名のスタッフで各事業に取り組みます。今年度も
スタッフ一同「いつも笑顔」で地域福祉に取り組んでいきます
ので、お気軽にお声掛けください。また、福祉交流センター「ゆ
いのわ」へお立ち寄りください。


